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名水労第20国     会 VDTインストラクターの増員を1
職場の安全衛生活動を交流

10/3～4に かけて三河三谷で、名水労の

第20回安全衛生学習会がひら力岩れ、講演を

聞くとともに要求討論や職場の安全衛生活

動の交流が活発に行われました。

各部活動報告では、名東分会の加藤さん

から 「営業事務のオンライン化と労働環境」

西配水分会の松田さんから 「安全バ トロー

ルの見直しJ船 付分会の加藤さんから 「安

全作業リーダーのとりくみ」力そ れぞれ報

告されました。次に各分散会の内容を報告

します。

橋課itある姓ブ〔トロー‐,レを1
==下 水業務 ・建設部==

19名 が参加して、安全作業 リーダーや

安全衛生パ トロールのあり方を話し合われ

ました。

安全作業 リーダーは、労働組合の立場で

すすめているが、類似事故などを防ぐため

にも、リーダー会議を開いて交流すること

だ。

安全パ トロー
ルはt請 負業者にも安全思

想を育てる意味で評価してよい。

パ トロールの委員は、視点 ・テーマを持

つてやろう。

==水 道業務部 ・材料所==

40名が参加して、労安活動やVDT作 業

など話し合われました。

事故が増えていることに不安を感じるが、

労安活動と労働条件の改善は一体だ。

労安活動のマンネリ化が言われるが、職

場活動や世話役活動などの積み上げが必要

だ。

VDT作 業について改善方向で調査すべ

きだ。業務所のオンラインは 1月からやっ

ている力A、VDTイ ンストラクターを公所

毎におくようにせよ。

健康手帳をファイル化せよ
==下 水施設管理藤 ==

21名が参加して、血圧測定器の有効活用、

ヽ中 フアイ,叫とヽ 労

安活動について話し合われました。

血圧測定器は日常、大いに活用するため

にポンプ所に配置すること。

は画一でなく、職場の状況にあわせてやり

その結果は施設改善にもっていくべきだ。

撮 断結果はファイルできるように健

康手帳を改善すること。自主的に安全パ ト

ロールをやるところもある力主、それらを生

かじ労安活動の強化をすること。

(続きを次号に掲載します)  、



大同特殊鋼'過労死認定交渉
半圏 ・名古屋南労基署で

10/14、 半田労働基準監督署で水野弁護

士はじめ、 「大同特殊鋼から在強死亡をな

くす会」の代表、 「名古屋南部から在職死

亡をなくし、健康と家庭を守る会」 「愛知

健康センター」の代表など12名で、年後1

時30分から3時 まで交渉を行いました。

交渉では、故Mさ んに心臓病があ,るにもか

かわらず、夜勤交替勤務や残業をさせてい

た大同の企業責任や健康官躍責任を問題に

しました。

また、夜勤や残葉が病状を悪化させた要 .

困であることをしつかりふまえることを要

請しました。

名古屋南労基署では、午後 3時 30分 よ

り5時 まで交渉しました。

数Sさ ん、故」さんについての調査は終

わったのでまとめたうえ、局医に意見を聞

くことになると説明を行いました。

ここでも業務との関係をはつきりさせる

ことの必要性を強調しました。

交渉田は、業務上死亡と認定するよう破

く要求して交渉を終えました。次回は、11

月11日行う予定です。

認定を求める要請署名は、460名 分を

提出しました。さらに署名をたくさんお願

い致 じます。 (事務局)

「連合」が「連合安全衛生センター」
設立の次年度方針素案より

安全で炭適、ゆとりある職場づくりのた

めに、あらゆる職場の安全衛生委員会に参

加し、組合主導の労災予防体制づくりをす

すめる。

特に有害物度、成人病、メンタル ・ヘル

スなどへの対策を講じるとともに、職場力】

ら過労を一掃するとりくみをすすめる。

また、連合として、 「連合安全衛生セン

ター (仮称)」 を設立し、労働安全 `衛生

全般に関わる対策を強化する。

「連合」が「労災認定改善の意見書」
労働省労働基準局に申し入れ

連合は、労働災害の多発化や 「過労疾病豊

をめぐる労災認定訴訟の増加傾向が見られ

る中で、労災補償制度の認定要件、基準、

手続きなどの改善を強く求めてきた力ま、そ

の結果本年 2月 に、労災側険審議会活認定

搬 i委員会 (公・労 ・使各3名 で構成)

が設置され、労災認定のあり方について検

言寸力まはじめられた。

これに対応して、連合では、労災補償繊

度研究会や、政策委員会 (福祉 ・社会保鋒

都会)で 検討を行いこのほど 「労災認定の

改善に関わる意見 (案)」 がまとまり、‐

8/22、第 23回 中央執行委員会で決定した

ものである。



健康案内
翻 ぜ ひ読んで

下さい。
田 ぜ ひ読んで

下さい。

安者頚報生ブヽトローナレとはガンで命をおとすのはなぜ?

今やガンは人類最大の敵となりました。

統計を見ると、4人 に 1人がガンで死んで

います。どうしてこんなに多いのか。

第 1にガンの原因がきわめて複雑で、民

族的要因、遺伝的要因、激射能、紫外線、

石綿、たばこなど物理的化学的要困、それ

に着色剤などの発ガン性は50種 類以上と、

直接の原因かを決めることは極めて困難で

す。

第2に は、ガン細胞は極めて頑固で、ま

さに不老不死。分裂増殖を繰り返し、完全

に有効な抗ガン剤はいまだに存在しません。

第3に は、ガンの初期に↓封調力潟まとん

どなく、症状が出るころは手遅れ力式多いこ

とです。

健 診 で 早 期 発 見

原因力準然 としないから完全な予防法が

ないわけで、何の症状もない早期に、健診

または人間 ドックで発見して、外科的な手

術などで,台療する以外にないのです。

40才 を過ぎたら1年 に 1回の集団検診

または人間 ドックは絶対サポらないこと力主

大切です。

(南医療生協 「健康の友」

9月 の保健歳時記より転載)

学習

「安全:衛生パトロール」は、職場におけ

る 「物」の不安全 (不衛生)な 状態と 「人」
の不安全 (不衛生)な そ子動などを 点 検し、

それによって労災職業病を未然に防ぐ 「安

全活動の第 1歩 」です。

この 「安全衛生パトロール」の点検の際
には、実際に作業をしている労働者の意見
を十分聞くように努めることが大切です。

① 点検をおこなう時には、安全 ・衛生
担当者や 労 働組合の担当者が中心と

なり、作業現場の責任者と共同じて定
期的にそ子います。

衛生管理者は少なくとも毎週 1日、産
業医は毎月1国の衛生巡視 (法12、
13条 )安 全巡視は少なくとも月2田

は定期的に実施をしたいものです。

② 計画的な点検を行います。作業現場
の施設、装置、作業のやり方や労働者
の健康状態などの実情と変動をふまえ
て、的確な点検が必要です。

③ あ らからじめ点検のチェックポイント
を定め、職場にあったチェックシート
にもとづき点検します。

④ 点検事項 (改善事項、意見)に つい

ては記録に残します。改善の努力を委
員会や団体交渉でおこなうことも大現

_で す。 (実 践シリーズ2よ り転載)



翻 ぜ ひ読んで
下さい。

勧 ぜ ひお診
下さい。

「連合」お掴際自由労連(lCFTU) 第3国人lglらしく生き働くための

機隣開1「フ|ナーレイバ‐一ワーサレド」の 愛知県集会の開催
「過労死」報道に不織を表明

1990年 12月 25日 、過労死弁護団

全国連絡会議が発行した〃KAROSHI

[過労死]国 際版〃を、連合が加盟してい

る国際自由労連の機関紙で 「必読の書」と

して紹介していることは、 『「連合」の運

動 と日本の労働安全衛生の状況について意

図的な誤解を与えようとする情報を、十分

な根拠もなく利踊することは、厳に避けら

れるべきである』として不満を表現じたも

のです。

この〃 「過労死士圏榛版〃:ま、過労死を

なくす運動の二環として、過党死の実態を

明らかにするとともに、その専路詢分析を

行ったものです。また、過労死問題を広く

海外に伝えること力ぶ大切であると考え、執‐

筆当初から外国の読者にもわかりやすい内|

容 となるように配慮し、日本文と英文を同

時に完成させ、そして日本文と英文の両方

を合本にし、国際版として出版したもので

す。

KAROSHI[過 労死]国 際版

著者 過労死弁護団全韓

発行 株 式会社 窓社

定価 2580円

情 報 お知らせ

愛知健康センター、あいち職場の健康問 1

題研究会と名古屋過労死弁護田、愛労連等

が共同主f窪するする 「第3国 人間らしく生

き働くための愛知県集会」を下記のように

開催します。 各 労働組合、民主団体の皆

さんの積極的なご参加をお願い致します。

酎専 :992隼 1鳥丁 8砲 (土)

午後 1時 30分 郵

午後 2時 磯

午後5時     ' 終了

会場 愛 知県勤労会館 2F /トホール

豹 醒棄 300隅

β平否::塞童誹謂報権野

「第 2[弱護:甥降 、今日まゆ

活動報告と到達点す

報告 :*ノ ー残業デー運動のとりくみ。

*ト ラックの時短めざして。

米醍脚暢打移をと金押報宜ゴ甚遷勢。

章過労死労災認定闘争。

米名古屋過労死弁護画の活動。

*業 者の健康アンケー ト活動。

ネ高論拝症患者の健康追跡調査。

討論と交流

まとめと今後のとりくみ

曲園信也先生 (健康問題研究会代表)


